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「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西
歴
史

民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
横
山
大
観
・
竹
内
栖
鳳
と
並
び
近
代
日
本
画
の

巨
匠
と
称
さ
れ
る
川
合
玉
堂
、
本
名
芳
三
郎
は
１

８
７
３
年（
明
治
６
）に
父
勘
七
４８
歳
、
母
か
な
３０

歳
の
一
粒
種
と
し
て
葉
栗
郡
外
割
田
村
（
現
一
宮

市
木
曽
川
町
）
に
生
を
受
け
ま
し
た
。
両
親
は
、

父
が
江
戸
時
代
に
尾
張
藩
重
臣
竹
腰
家
に
仕
え
た

川
合
家
の
分
家
で
茶
・
俳
句
を
好
む
趣
味
人
、
母
の

父
は
尾
張
藩
校
明
倫
堂
の
教
授
を
勤
め
て
い
た
と

い
う
文
雅
を
愛
す
る
夫
婦
で
、
芳
三
郎
の
教
育
や

将
来
へ
の
配
慮
か
ら
、
８
歳
の
時
に
一
家
で
岐
阜

へ
転
居
し
筆
墨
商
を
始
め
ま
し
た
。
岐
阜
で
は
小

学
校
に
通
う
か
た
わ
ら
誓
願
寺
住
職
雄
山
瑞
倫
に

つ
い
て
漢
籍
や
俳
句
、
短
歌
な
ど
を
学
び
、
和
尚

と
は
こ
の
後
も
親
交
を
結
ん
で
生
涯
心
の
師
と
仰

ぎ
ま
し
た
。

：
生
い
立
ち
：

　
あ
る
日
た
ま
た
ま
岐
阜
に
滞
在
し
て
い
た
京
都

の
書
家
青
木
泉
橋
と
そ
の
妻
で
美
人
画
家
の
翠
蘋

の
知
遇
を
得
て
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
そ
の
紹

介
状
を
も
っ
て
京
都
の
望
月
玉
泉
に
入
門
、
「
玉

舟
」
の
号
を
も
ら
い
ま
す
。
通
い
で
あ
れ
ば
と
い

う
両
親
の
意
向
で
、
そ
れ
か
ら
年
に
４
、５
回
京
都

に
行
き
、
粉
本
の
模
写
と
運
筆
の
稽
古
に
励
み
ま

し
た
。
１
８
９
０
年
、
第
３
回
内
国
勧
業
博
覧
会

へ
出
品
す
る
に
あ
た
り
玉
泉
の
玉
と
外
祖
父
佐
枝

竹
堂
の
堂
を
と
っ
て
「
玉
堂
」
と
改
め
、
作
品
は

見
事
に
入
選
し
初
め
て
褒
状
を
受
け
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
父
の
許
し
を
得
て
本
格
的
に
画
家
に
な

る
こ
と
を
決
め
、
師
玉
泉
の
紹
介
で
幸
野
楳
嶺
に

師
事
し
ま
す
が
、
翌
年
１０
月
２８
日
、
濃
尾
大
地
震

に
よ
り
父
が
避
難
先
の
建
物
の
倒
壊
で
不
慮
の
死

を
遂
げ
、
玉
堂
は
家
財
を
整
理
し
母
と
と
も
に
京

都
市
油
小
路
（
現
中
京
区
）
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
１
８
９
５
年
第
４
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で

《
鵜
飼
》
が
三
等
銅
牌
を
受
賞
。
こ
の
会
場
で
観

た
東
京
・
橋
本
雅
邦
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
た
玉

堂
は
、
翌
年
雅
邦
に
入
門
を
乞
い
、
妻
と
１
歳
に

満
た
な
い
長
男
を
連
れ
て
京
都
を
離
れ
ま
す
。
３

年
前
に
母
が
、
前
年
２
月
に
は
師
・
楳
嶺
が
亡
く

な
り
、
哀
悼
の
う
ち
の
旅
立
ち
で
し
た
。

：
習
学
時
代
：

近
代
日
本
画
の
巨
匠

よ
こ
や
ま
た
い
か
ん
　
　
た
け
う
ち
せ
い
ほ
う

よ
し
さ
ぶ
ろ
う

た
け
の
こ
し

か
わ
い
ぎ
ょ
く
ど
う

お

や
ま
ず
い
り
ん

川

合

玉

堂

も
ち
づ
き
ぎ
ょ
く
せ
ん

あ
お

き
せ
ん
き
ょ
う

す
い
ひ
ん

こ
う
の

ば
い
れ
い

さ
え
ぐ
さ

ち
く
ど
う

は
し
も
と

が

ほ
う

ちょうり

昭和31年御岳にて（83歳）
玉堂美術館提供

《跳鯉》1915年

1963年（昭和38）
川合玉堂七回忌の折に
岐阜と名古屋の美術商
有志の人達が中心となっ
て建立された生誕地碑、
この敷地に2001年（平
成13）玉堂記念木曽川
図書館が建設された。

この作品は、玉堂が没した翌年の昭和33年に生誕地・木
曽川町護国神社建立を記念してご遺族から寄贈された。
急流に跳ね登る鯉の図は、古来より誕生祝いや何か新た
に始める時に、その記念として描かれる吉祥の画題である。
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：
新
た
な
出
発
そ
し
て
奥
多
摩
の
自
然
：

　
東
京
に
出
た
玉
堂
は
精
力
的
に
作
品
を
発
表
、

数
々
の
賞
を
受
け
ま
す
。
円
山
四
条
派
と
狩
野
派

な
ど
の
古
典
画
法
を
融
和
さ
せ
た
独
自
の
画
風
は

た
ち
ま
ち
名
声
を
博
し
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
な

ど
多
く
の
展
覧
会
審
査
員
、
東
京
美
術
学
校
教
授
、

帝
国
美
術
院
会
員
な
ど
を
歴
任
し
、
１
９
４
０
年

（
昭
和
１５
）
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
ま
す
。
し
か

し
疎
開
中
の
１
９
４
５
年
、
東
京
大
空
襲
に
よ
り

牛
込
区
若
宮
町
（
現
新
宿
区
）
の
自
宅
を
焼
失
、

玉
堂
は
こ
れ
を
ひ
ど
く
悲
し
み
ま
し
た
が
、
一
切

足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、
そ
れ
か
ら
は
疎
開
先
の
奥

多
摩
三
田
村
御
岳
の
医
師
に
貸
し
て
も
ら
っ
た
家

を
「
偶
庵
」
と
名
付
け
、
気
持
ち
の
趣
く
ま
ま
に

絵
画
や
和
歌
の
制
作
に
没
頭
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
生
活
は
、
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
玉
堂
に
と
っ

て
充
実
の
日
々
で
あ
り
、
写
生
の
た
め
野
山
を
歩

き
、
村
人
と
語
ら
う
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で

し
た
。
１
９
５
７
年
６
月
３０
日
満
８３
歳
の
生
涯
を

終
え
た
と
き
、
日
本
画
家
鏑
木
清
方
は
「
日
本
の

み

た
け

ぐ

あ
ん

か
ぶ
ら
き

き
よ
か
た

こ
う
じ
ゅ
ん
こ
う
ご
う

み

た
け
け
い
こ
く

山
河
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
１
９
６
１
年
終
焉
の
地
、
御
岳
渓
谷

に
皇
后
陛
下
（
香
淳
皇
后
）
を
は
じ
め
全
国
の
玉

堂
を
敬
愛
す
る
人
た
ち
の
寄
付
に
よ
り
玉
堂
美
術

館
が
開
館
し
ま
し
た
。
自
然
が
私
た
ち
の
周
り
か

ら
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
自
然
と
人

間
と
の
共
生
を
描
い
た
玉
堂
の
美
し
い
日
本
の
風

景
は
、
観
る
人
の
郷
愁
を
誘
い
、
今
も
な
お
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
　
毛
受
英
彦
）

ま
る
や
ま
し
じ
ょ
う
は

《
鵜
飼
》
1
9
5
4
年

《
五
月
雨
》
1
9
4
9
年
頃

《
長
閑
》
1
9
4
0
年
頃

う

か
い

の
ど
か

さ
み
だ
れ
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加入団体の紹介

加入団体の紹介 （洋画部門）尾彩（びさい）

（謡曲部門）いづみ会（いづみかい）

ë
佐
藤
興
屋
講
師
と
尾
彩
の
仲
間

【問合せ先】居倉　勉　A69－0430

　　　“描く楽しみを見つけたグループ尾彩”

　今、特に中高年層で水彩画に対する関心は高く、

隆盛を極めています。コンパクトな水彩画セット

とカメラをバッグに入れ、気に入った風景があれ

ばスケッチをしたり写真を撮ったりと、気軽に楽

しめるところが魅力の１つでもあります。

　水彩画は誰でも取りかかりやすく、短時間で手

軽に楽しめ、作画に集中することで日常のストレ

スから開放されるという癒しの効果もあると言わ

れています。

　私たちの普段の教室では、講師の適切でわかり

やすい指導によって楽しく学ぶことができ、様々

な水彩の技法を身につけることができます。また、

作者の制作意欲が存分に伝わる作品を描くことを

モットーに、明るく楽しく絵に取り組み、美しい

自然との出会いに感謝する“和の心”をもって一

歩一歩、歩んでいます。

　何歳になっても美意識、好奇心に眼を輝かせ、

多士済々の仲間との出会いを大切に明るく楽しく

熱気あふれる会にと思っております。普段は、毎

月第１、３土曜日の午前10時から尾西生涯学習セ

ンターの５階で教室を行っております。年３回の

作品発表会、スケッチ旅行、会食等々も一緒に楽

しんでみませんか。お気軽にご連絡下さい。

ë
本
田
先
生
を
囲
ん
で

【問合せ先】林　澄子　A62－1347

　昭和35年４月に、能楽に親しむ人たちが謡曲

という一つの嗜みを人生の志しとし、自身の品性

を磨き高める事を意識目標として、謡曲クラブい

づみ会が誕生しました。以来、先人よりその誠心

と親睦を今に引継ぎながら、稽古に励み、健康の

保持や増進にも役立っています。

　現在は、毎週土曜日の午後１時30分から５時

まで、奥公民館２階の日本間で稽古をしています。

　いづみ会では、本田勲先生を講師に迎え、大変

熱心に指導していただいています。そのおかげで、

謡曲の奥深さや素晴らしさに改めて気付き、稽古

にもより力が入ります。

　活動としては、一宮謡曲同好会での年２回（春・

秋）の発表会、一宮市内の公民館祭りや年２回行

われる講師の方たちの発表会にも参加しています。

　発表会では、他のクラブの発表を見るだけでは

なく、話し合いをすることによって交流を深めな

がら、切磋琢磨することに努めています。

　最後に、謡曲は謡本を大きな声で読み、謡うこ

とによってストレスを解消し、健康が維持できる

と思います。また、年老いてからも楽しめ、何より

和室で稽古をすることによって心も落ち着きます。

　皆が楽しみながら稽古をしている様子をぜひ一

度ご覧ください。

　会員一同お待ちしています。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

（茶道部門）松風会（しょうふうかい）

（俳句部門）本町俳句会（ほんまちはいくかい）

ë
稽
古
風
景

【問合せ先】平松　正子　A82－2183

　松風会は現在、毎週水曜日の午後5時から活動

しています。

　毎年、秋には他の教室の方たちと合同で、尾西

華道展・お茶会を尾西市民会館にて開催していま

す。このお茶会には、普段あまりお茶とは関わり

が無いような方々も大勢来ていただけるので、と

ても嬉しく思っています。

　現在、「お茶」と言うと特別なものに考えられ、

堅苦しく思われて敬遠されがちですが、私が小さ

かった頃にはお客様が家にみえると、縁側で手軽

にお抹茶を点てて飲んでいました。家の中でも日々

の生活の中で、気軽にお抹茶が飲まれていたと思

います。そんな昔のことを思うと、「お茶」のイメ

ージが少し変わりつつあるように思います。更に

は「お茶」を楽しむ余裕が無いぐらい普段の時間の

流れが速くなったようにも思えます。

　そんな時代だからこそ少しでも多くの方にお抹

茶を味わっていただきたいと思います。ごつごつ

した大きなお茶碗を、両手で包むように持ってお

抹茶を飲むと、掌からもお茶の温もりが伝わり、

心も丸く温かくなります。

　「お茶は難しいものじゃないよ。心を柔らかく、

ま～るくするものだよ。」少しでも多くの方に、

そう思っていただけるよう日々楽しみながらお稽

古をしています。

ë
吟
行
会
の
お
宿
に
て

【問合せ先】岩田　満佐　A77－3005

　本町俳句会の歴史は古く、五十数年を数えると

言われ、指導者の他界による代替りを重ねながら

も今に続いています。

　現在は、毎週金曜日午後１時より、大志公民館

において句を持ち寄り勉強会を開いています。

　また、年２回、春と秋には吟行会に出かけます。

普段とは違った場所へ行くことにより、いつもと

違った俳句が生まれる面白さを感じています。

　他にも、一宮七夕まつりや一宮芸術祭の俳句大

会に参加し、毎年発刊されている文芸誌にも投稿

しています。

　日本には、美しい四季があります。移り変わり

ゆく自然と語りあい、自然の中に身を置いて静か

に息を整え、自然と自分が一体になった時俳句が

生まれます。このように、俳句を始めて自然と向

かい合うようになり、人生が豊かになったと思う

人も少なくありません。

　世界で一番短い十七音の詩に、自然の移ろいや

自分の心を詠んでみませんか。

　本町俳句会は何時でも自分の思いを述べること

ができ、良き指導者と良き仲間に恵まれ、和気あ

いあいと楽しく勉強しています。

　是非、お気軽にお出掛け下さい。
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月　

日
∫
か
ら　

日
∂
ま
で
、
一

１１

１１

１４

宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　
６８

回
一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
や
近
隣
市
町
村
を
中
心
に
、
県

外
か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出

品
者
は
５
６
８
名
で
、
審
査
の
結
果
、

入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、

５
６
４
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
５
、６
０
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の

掲
載
順
は
順
不
同
で
す
。
（
敬
称
略
）

審
査
員　

鈴　

木　

喜　

家

　
　
　
　

大　

島　

奈
知
子

市
長
賞

　

水

谷 
喜
久
子　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
賞

　

藤

塚 

章　
　
　
　
　
　
　
　

美
術
展
賞

冨

永 
美
千
代　
　

甲

賀

春

美

星

野

真

由　
　

三

矢 
菜
穂
子

奨
励
賞

湯

浅 
真
奈
美　
　

川

瀬

貢

一

森 　
　
　
　

恵　
　

宇
都
木 
千
恵
子

　

瀧　

廣

美　

　
　

　

　

入
選　
　

点
３５

審
査
員　

斎　

藤　

吾　

朗

　
　
　
　

山　

田　

彊　

一

　
　
　
　

岩　

田　

哲　

夫

　
　
　
　

後　

藤　

泰　

洋

　
　
　
　

浅　

井　

欣　

哉

　
　
　
　

三　

輪　

清　

弘

市
長
賞

新

野

友

子　
　

内

藤

圭

介

近

藤

博

通

教
育
委
員
会
賞

藤

井　

忍　
　

金

田

道

子

田

中

邦

子　
　

森　
　

た
み
よ

美
術
展
賞

木

村

周

子　
　

酒

井

美

江

竹

内

妙

子　
　

小

倉

義

夫

森 

健

次　
　

木

村

隆

行

尾

関

秋

隆　
　

小

澤 
富
美
子

富

岡

僉

治　
　

桶

川

千

秋

渡

辺

啓

子　
　

杉

浦

真

二

岡

田

優

子　
　

香

川

絹

代

井

上 
美
恵
子　
　

瀧    

照

子

楢

谷

咲

子　
　

田

仲 
富
美
子

　

江

崎 
武

夫　
　

丹

慶

哲

宏

梅

田

恵

子　
　

五

藤

寿

子

平

野　

肇

奨
励
賞

村

橋

寛

悦 

石

黒

三

雄

加

納

静

子 

小

倉

照

江

佐

藤

幸

子 

山

崎

正

春

戸　
松　
佐
代
子 

成

瀬

弘

子

浅　
野　
奈
津
子 

祖
父
江　
和　
子

加

藤

倶

子 

加

藤

昌

子

大

島

裕

子 

荒　
深　
て
る
み

平

松

芳

江 

浅　
野　
亜
諭
峰

梶

浦

文

雄　　　　
合

田 
寛

子

ã

田

国

光　　　　
鈴

木 
由

雄

山

田

光

代　　　　
河

嵜 
緑

子

馬

場

越

子　
　

日

野

絹

枝

水

野　

潔　
　

森

部 
み
や
子

入
選　
　

点
１８１

審
査
員　

森　
　
　

克　

彦

　
　
　
　

櫻　

井　

真　

理

市
長
賞

伊

藤 

毅　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
賞

　

宮

田

耕

作　
　
　
　
　
　
　
　

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

会　場　風　景

日本 画 部 門 解 説
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美
術
展
賞

川

上

堯

由　
　

徳

山

了

太

奨
励
賞

　

才

藤

亥

直　
　

森　

孝

行

白

井

秀

樹　
　
　
　
　
　
　
　

入
選　
　

点
２２

審
査
員　

加　

藤　

陽　

児

　
　
　
　

鵜　

飼　

辰　

郎

市
長
賞

下

田

心

一

教
育
委
員
会
賞

山

田

信

久

美
術
展
賞

中

西

正

美　
　

大

柳

良

吉

伊

藤

晴

康　
　

田

中

彰

子

　

山

田

早

苗

奨
励
賞

倉

田

芳

美　
　

加

藤

陽

子

夫

馬

信

行　
　

石

田

正

彦

加

藤　

伸　
　

小

河

敦

子

入
選　
　

点
４４

審
査
員　

源　
　
　

安　

孝

　
　
　
　

森　
　
　

昭　

夫

市
長
賞

　

南

谷 
恵
美
子　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
賞

　

三

輪

双

葉

美
術
展
賞

　

加

藤

理

沙

奨
励
賞

　

水

谷　

三

入
選　
　

点
１１

審
査
員　

平　

松　

紫　

雲

　
　
　
　

安　

藤　

滴　

水

　
　
　
　

亀　

山　

雪　

峰

　
　
　
　

木　

戸　

竹　

葉

　
　
　
　

林　
　
　

大　

樹

　
　
　
　

岩　

田　

澗　

流

　
　
　
　

小　

原　

紫　

明

　
　
　
　

村　

田　

光　

柊

市
長
賞

　

田

翠

亭　
　

長

澤

美

峰

中

村

彩

香

教
育
委
員
会
賞

尾

中

杉

得　
　

小

松

月

泉

長

崎

成

秀　
　

鈴

木

鶴

扇

岸

田

松

峰

美
術
展
賞

深

谷

秋

月　
　

川

口 
千
代
子

倉

橋

祐

華　
　

篠

田

松

慶

ã

取

翠

揚　
　

木

村

珠

翠

西

垣

梨

雪　
　

森　

環

翠

富
貴
原 
寿

風　
　

小

椋

竹

園

林　

華

静　
　

脇

田

玉

波

辻　

映

翠　
　

春
日
井
美
来
里

酒

井

淑

婉　
　

戸

谷

嘉

恵

山

田

順

子　
　

井

内　

舟

近

藤

由

果　
　

小

島

華

扇

野

田

智

子　
　

西

村

松

花

吉

田

禎

常　
　

片

桐

瑤

雪

加

藤

瑞

顕

奨
励
賞

戸

本

有

荷　
　

内

出　

華

古

川

白　

　
　

山

路

静

竹

安

田

彩

霞　
　

小

島

忠

峰

谷

本

義

仙　
　

板

垣

祥

華

足

立 
千
枝
美　
　

五
十
嵐 
游

燕

伊

藤

恵

里　
　

鵜

飼

梨

英

長

屋

容

子　
　

山

本

瑶

華

井

上

瑶

香　
　

佐

藤

り

さ

牧　

恵

清　
　

岩

田

佳

川

岩

田

波

鮮　
　

浅

井　

翠

真

野　

麗　
　

山

田　

照

大

橋

渓

煙　
　

竹

内

深

風

五　

梅

艶　
　

神

田

鴻

都

石

井

玉

華　
　

入
選　
　

点
１９６

審
査
員　

蜂
須
賀　

秀　

紀

　
　
　
　

青　

山　

昌　

弘

　
　
　
　

夫　

馬　
　
　

勲

　
　
　
　

光
田
せ
い
す
け

市
長
賞　
　
　
　

　

三

野　

彰

教
育
委
員
会
賞

　

千

田

陞

末

美
術
展
賞

宮

崎 
久
仁
子　
　

青

木

尚

子

　

長
谷
川 
隆

光　
　

田

端 　

勉

中

辻

義

則　
　

小

原

勇

二

桜

井

悦

子　
　

田

島

孝

子

安

藤

雅

彦　
　

ã

ì

英

美

奨
励
賞

江

川　

宏　
　

古

舘

正

芳

寺

澤

英

治　
　

橋

本

秀

子

　

長
谷
川 
蔦

江　
　

中

村　

薫

原　

紹

郎　
　

佐

野 
ル
ミ
子

安

藤

正

一　
　

相

川　

修

浅

野 
英
次
郎　
　

渡

部

與

明

入
選　
　

点
７５

書

写　
　
　

真

写真部門解説

デ
ザ
イ
ン

工　
　
　

芸
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企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
〜
今
と
昔
」

日
時
e
１
月
８
日
º
〜
３
月　

日
∂

１３

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
、以
下
同
じ
）

内
容
e
市
域
を
は
じ
め
、
尾
張
地
方
で

使
わ
れ
て
い
た
衣
・
食
・
住
に

関
す
る
民
俗
資
料
を
中
心
に
展

示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　
　

円
５０

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
（
以

６５

下
同
じ
）

「
尾
張
平
野
を
語
る　

」
１５

日
時
e
２
月　

日
∂
・
３
月
６
日
∂
・

２７

　
　
　

３
月　

日
∂

１３

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
古
代
か
ら
近
代
の
織
物
や
そ
の

　
　
　

生
産
に
つ
い
て
、
３
人
の
講
師

　
　
　

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。

申
込
み
e
定
員
１
０
０
名
（
当
日
整
理

券
を
配
布
）

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
３
月　

日
∂

２７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
一
宮
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定

　
　
　

さ
れ
て
い
る
「
民
俗
芸
能
」
の

　
　
　

公
演
。

定
員
e
１
０
０
名

冬
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
そ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
あ
ダ
メ
で
し
ょ
！
」

日
時
e
１
月　

日
º　
午
後
２
時
〜
４
時

２２

講
師
e
加
藤
マ
ン
ヤ
氏
（
美
術
家
）

内
容
e
普
段
の
生
活
で
は
ダ
メ
！
っ
て

言
わ
れ
る
こ
と
や
し
か
ら
れ
そ

う
な
こ
と
を
色
々
な
素
材
を
使

っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

対
象
e
小
学
３
〜
６
年
生

定
員
e　

名
２４

参
加
料
e
１
０
０
円

申
込
み
e「
往
復
は
が
き
」か「
F
A
X
」

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

１
月　

日
º
ま
で
に
美
術
館
へ
。

１５

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

常
設
展
「
三
岸
節
子　

晩
年
の
輝
き
」

日
時
e
２
月
１
日
∏
〜
４
月
３
日
∂　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容
e
三
岸
節
子
は
、　

歳
で
南
フ
ラ

６３

ン
ス
へ
移
住
し
て
風
景
画
に
新

境
地
を
開
き
、　

歳
で
帰
国
し

８４

た
後
も
大
作
を
手
が
け
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
晩
年
に
な
っ
て
も

精
力
的
に
制
作
し
続
け
た
画
家

の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
。

６５

企
画
展
現
代
作
家
シ
リ
ー
ズ

「
濱
田
樹
里
展
〜
生
命
の
奔
流
〜
」

日
時
e
２
月
５
日
º
〜　

日
∂

２７

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
熱
帯
の
花
々
を
思
わ
せ
る
鮮
や

か
な
色
彩
の
大
作
を
手
が
け
、

若
手
の
日
本
画
家
と
し
て
活
躍

す
る
濱
田
樹
里
に
よ
る
濃
密
な

絵
画
空
間
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
。

６５

※
常
設
展
観
覧
料
含
む
。

「
濱
田
樹
里
展
」
関
連
事
業

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
e
２
月　

日
ª
・
¥

１１

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。
作
品
や
制

作
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
要
企
画
展
観
覧
券
・
申
込
不
要
。

日
本
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
e
２
月　

日
∂

１３

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

講
師
e
濱
田
樹
里
氏

対
象
e
中
学
生
以
上

定
員
e　

名
１６

参
加
料
e
３
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
e「
往
復
は
が
き
」か「
F
A
X
」

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

２
月
１
日
∏
ま
で
に
美
術
館
へ
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

美
術
館
講
座
「
美
術
の
学
校
４
」

日
時
e
A
２
月　

日
∂
B
２
月　

日
∂

２０

２７

　
　
　

C
３
月
５
日
º

　
　
　

各
回
午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
A
「
現
代
ア
ー
ト
と
自
然
」

　
　
　

山
脇
一
夫
氏
（
金
城
学
院
大
学

　
　
　

教
授
）

　
　
　

B
「
絵
描
き
の
な
り
方
―
江
戸

　
　
　

時
代
の
場
合
―
」

　
　
　

安
田
篤
生
氏
（
愛
知
教
育
大
学

　
　
　

准
教
授
）

　
　
　

C
「
山
下
清
の
実
像　

障
害
と
美
術
」

　
　
　

三
頭
谷
鷹
史
氏
（
名
古
屋
造
形

　
　
　

大
学
教
授
）

会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
e
１
０
０
名

受
講
料
e
無
料

申
込
み
e
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
２
月　

日
ª
ま
で

１１

に
美
術
館
へ
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

美
術
館
実
技
講
座

日
時
e
３
月
中
（
全
５
回
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

講
師
e
西
村
正
幸
氏
（
名
古
屋
美
術
大

　
　
　

学
教
授
）

内
容
e
版
画
の
実
技
講
座
。

会
場
e
美
術
館
２
階
実
習
展
示
室

定
員
e　

名
程
度

１６

※
要
受
講
料
・
要
申
込
み
。（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

特
別
展
「
起
宿
の
く
ら
し
」

日
時
e
２
月
５
日
º
〜
３
月　

日
∂

２０

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容
e
所
蔵
す
る
村
の
文
書
か
ら
起
宿

の
町
並
み
や
出
来
事
や
人
々
の

く
ら
し
が
わ
か
り
ま
す
。
今
回

は
、
古
文
書
を
中
心
に
、
当
時

の
人
々
の
日
常
生
活
を
紹
介
。

観
覧
料
e
無
料

「
懐
か
し
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
３
月　

日
∑
・
¥

２１

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
名
曲
を
蓄
音

機
で
鑑
賞
し
ま
す
。

入
場
料
e
無
料

一
宮
市
立
図
書
館
講
演
会

「
こ
の
町
と
、
僕
の
演
劇
に
つ
い
て
」

日
時
e　

月　

日
∫　

１２

１６

　
　
　

午
後
２
時
〜

講
師
e
柴　

幸
男
氏

　
　
　

※
一
宮
市
木
曽
川
町
の
出
身
で

　
　
　

２
０
１
０
年
「
わ
が
星
」
に
て

　
　
　

第　

回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
受
賞

５４

　
　
　

の
新
鋭
劇
作
家
・
演
出
家
。

会
場
e
玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書
館

　
　
　

視
聴
覚
室

定
員
e
先
着　

名
８０

入
場
料
e
無
料

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
３
月　

日
∂

１３

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
年
グ
ル
ー
プ
活
動
に
よ
る
発

表
、
展
示
、
交
流
な
ど
市
民
と

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
開
催
。

「
米
良
美
一 
w
i
t
h 
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
ス
プ
リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
３
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２７

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
４
、０
０
０
円　

※
全
席
指
定
・
税
込
み
。
未
就
学
児
入

場
不
可
。

「
村
治
佳
織
＆
古
川
展
生　

デ
ュ
オ
・

リ
サ
イ
タ
ル
」

日
時
e
１
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１６

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売
４
、０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
４
、５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込
み
。
未
就
学
児
入

場
不
可
。

「
海
援
隊　
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ　
２
０
１
１
」

日
時
e
３
月
５
日
º　

午
後
３
時
〜

　
　
　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
前
売
４
、５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
５
、０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込
み
。
未
就
学
児
入

場
不
可
。
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「
新
春
ト
ッ
プ
講
演
会

〜
こ
れ
で
い
い
の
か
政
治
と
経
済
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º

２９

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

講
師
e
岩
見
隆
夫（
政
治
評
論
家
）

会
場
e
一
宮
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
e
無
料
（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
１
月
４
日
∏
よ
り
一
宮
庁

舎
東
玄
関
受
付
、
経
済
振
興
課
、
尾
西

庁
舎
西
館
１
階
受
付
、
木
曽
川
庁
舎
総

務
管
理
課
、
各
出
張
所
、
一
宮
市
民
会

館
で
配
布
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（
４
５
）６
７
０
２

日
時
▼
１
月
８
日
º
・
２
月　

日
º
・

１２

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
以
下
同
じ
】

　

A（
６
２
）４
６
５
４

日
時
▼
１
月
９
日
∂
・
２
月　

日
∂
・

１３

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も
（
大
会
に
先
立
ち

詠
歌
を
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂
・

２３

２７

　
　
　

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（
４
５
）８
０
４
５

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂
・

１２

２６

２３

２
月　

日
∂
・
３
月　

日
∂　

２７

２７

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
社
）中
部
日
本
書
道
協

会
一
宮
支
部
】

　

A（
７
３
）３
５
１
３

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
４
時
〜

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
長
谷
川　

公
茂
先
生

演
題
▼
「
円
空
の
生
涯
」

参
加
料
▼
無
料
（
一
般
聴
講
歓
迎
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会
・
日
本
報

道
写
真
連
盟
】

　

A（
６
１
）０
８
１
４

日
時
▼
３
月　

日
π
〜　

日
∑

１６

２１

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（　

日

１０

２１

　
　
　

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
る
ぼ

内
容
▼
写
真
の
展
覧
会

入
場
料
▼
無
料

10

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２２

『
新
年
短
歌
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
創
立　

周
年
記
念
日
本
報
道
写

１６

真
連
盟　

第　

回
真
清
支
部
展
』

１６

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を

募集します。掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月

の前月１日までに、下記の必要事項を任意の様式にて記入の

上、事務局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時 
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他 
必要事項 

〒493－8511 一宮市芸術文化協会事務局 
　　　　　　　　　　　　　　（住所不要） 
またはFAX 0586－86－1809

必要事項 

提 出 先 
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月
７
日
∂
、
稲
沢
市
民
会
館
に
お
い
て
、
県
民
茶
会
が
行

11
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
、
稲
沢
市
文
化
団
体
連
合
会
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
六
つ
の
市
町

文
化
協
会
の
皆
様
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
設
席
を
さ
れ
、

当
日
は
約
３
、８
０
０
人
と

大
変
多
く
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
設
席
さ
れ
た
六

つ
の
市
町
の
文
化
協
会
の

皆
様
に
と
っ
て
は
大
変
忙

し
い
一
日
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会

か
ら
も
代
表
と
し
て
、
一
宮

茶
道
連
盟
の
皆
様
が
設
席

を
さ
れ
ま
し
た
。
一
宮
市
の

茶
席
は
常
に
客
足
が
絶
え

る
こ
と
は
な
く
、
活
況
を
呈

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　

月
５
日
∂
、
岩
倉
市
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

１２
西
尾
張
地
区　

市
町
村
の
各
文
化
協
会
の
代
表
が
一
堂
に
会

１２

し
て
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
出
演
団
体
も
普
段
の

練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
発

揮
し
よ
う
と
大
変
気
合
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。
一
団
体
が
発

表
を
終
え
る
度
に
、
会
場
か
ら

は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会

か
ら
も
代
表
と
し
て
扇
寿

々
会
の
皆
様
が
出
演
し
、
舞

踊
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

練
習
を
重
ね
、
素
晴
ら
し
い

発
表
を
さ
れ
た
扇
寿
々
会

の
皆
様
に
は
、
会
場
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
（
報
告
）

　
　

月　

日
º
に
「
い
ち
の
み
や
文
芸

１０

１６

２
０
１
０
」
第　

集
を
発
刊
し
ま
し
た
。

３９

随
想
・
随
筆
、
現
代
詩
、
漢
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
狂
俳
の
７
部
門
合
わ
せ

て
３
５
１
名
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２

６
８
０
作
品
を
掲
載
し
、
１
冊
８
０
０

円
で
一
宮
市
役
所
木
曽
川
庁
舎
（
一
宮

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
、
印
刷
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
、
左

記
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※　

ペ
ー
ジ　

下
段　

１
行
目

７６

　

正　

か
ん
お
ほ
ひ
事
定
ま
る
の

　

→

　

誤　

か
ん
お
ほ　

事
定
ま
る
の

※　

ペ
ー
ジ　

下
段　
　

行
目

１２４

１０

　

正　

大
先
生
涙
し
ま
さ
む
先
生
の

　
　
　

一
生
善
く
ぞ
と
涙
し
ま
さ
む

　

→

　

誤　

大
先
生
涙
し
ま
さ
む
先
生
の　

　
　
　

一
生
善
き
ぞ
と
涙
し
ま
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
詫
び
と
お
知
ら
せ

　

愛
知
県
民
茶
会

　
　
　
　
　
　
（
尾
張
部
）

　

愛
知
県
文
連

　
　

西
尾
張
部
芸
能
大
会
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［編集・発行］一宮市芸術文化協会

　
　

月　

日
º
、
一
宮
市
尾
西
市
民

１０

１６

会
館
に
て
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
週
刊
誌
等
で
ご
活
躍
中

の
作
家
椎
名
誠
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
文
化
講
演
会
〜
異
文
化
と
し
て
の

日
本
〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
講
演
内
容
抜
粋
】

　

世
界
的
に
見
え
て
い
て
、
実
は
我

々
が
気
付
い
て
い
な
い
だ
け
の
日
本

独
自
の
文
化
、
つ
ま
り
は
異
文
化
と

い
う
も
の
が
日
本
に
い
て
も
わ
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

僕
の
知
り
合
い
の
ア
メ
リ
カ
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
女
性
が
日
本
の
お
墓
参

り
を
見
て
、
素
朴
な
疑
問
を
言
っ
て

い
ま
し
た
。「
日
本
人
は
何
で
お
墓

に
生
え
て
い
る
草
を
む
し
り
取
っ
て

し
ま
う
の
で
す
か
。
そ
の
お
墓
か
ら

故
人
の
魂
が
草
に
乗
り
移
っ
て
生
え

て
き
た
か
も
し
れ
な
い
草
を
む
し
り

取
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
で
す
か
。

そ
し
て
生
き
て
い
る
花
を
切
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
死
ん
で
し
ま
っ
た
花
を
お

墓
に
お
供
え
す
る
の
で
す
か
。」
と

言
う
の
で
す
ね
。
彼
女
の
疑
問
に
僕

は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
そ

う
い
う
仕
来
た
り
な
の
で
す
。」
と

し
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
れ
が
異
文
化
な
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
ど
ち
ら
が
良
い
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
日
本
に
い
る
と
あ
ま

り
気
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
は
非

常
に
た
く
さ
ん
の
名
水
が
出
る
珍
し

い
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
飲

む
と
お
腹
を
こ
わ
し
て
し
ま
う
硬
水

と
違
い
、
ど
こ
を
掘
っ
て
も
軟
水
と

い
う
名
水
が
出
て
き
ま
す
。
日
本
の

軟
水
は
世
界
で
は
、
ブ
ル
ー
ゴ
ー
ル

ド
な
ん
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
、

東
北
と
か
北
海
道
で
中
国
系
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
の
会
社
が
、
林
業
が
廃
れ

て
し
ま
っ
た
山
を
ど
ん
ど
ん
買
っ
て

い
ま
す
。
山
の
地
下
水
が
目
的
で
山

を
買
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
日
本
の

地
下
水
を
ど
ん
ど
ん
吸
い
上
げ
て
商

品
に
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
確
実
に

枯
渇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
日
本

の
マ
ス
コ
ミ
で
は
何
も
取
り
上
げ
て

い
ま
せ
ん
。
普
段
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
水
も
世
界
か
ら
見
れ
ば
、
ど
れ

ほ
ど
大
切
な
水
で
あ
る
か
、
多
く
の

日
本
人
は
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
私
の

家
族
で
の
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

去
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
住
ん

で
い
る
息
子
夫
婦
が
一
旦
、
日
本
に

帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
孫
が
怖

く
て
ト
イ
レ
に
入
れ
な
い
と
言
う
の

で
す
。
そ
の
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、

ト
イ
レ
の
ド
ア
を
開
け
る
と
勝
手
に

電
気
が
点
く
こ
と
や
、
換
気
扇
が
回

っ
て
い
る
音
な
ど
が
怖
い
と
い
う
の

で
す
。
多
く
の
日
本
人
は
勘
違
い
し

て
い
ま
す
が
実
は
日
本
だ
け
な
の
で

す
よ
、
ト
イ
レ
の
温
水
洗
浄
便
座
が

こ
ん
な
に
普
及
し
て
い
る
の
は
。
欧

米
で
は
痔
を
患
っ
て
い
る
患
者
が
い

る
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い

で
す
。
だ
か
ら
、
孫
は
生
ま
れ
て
初

め
て
日
本
の
複
雑
な
ト
イ
レ
に
出
会

い
、
使
え
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く

怖
い
と
思
っ
た
の
で
す
よ
。

　

ト
イ
レ
を
例
に
挙
げ
ま
し
た
が
、

日
本
の
ハ
イ
テ
ク
多
機
能
は
世
界
に

類
が
無
い
の
で
す
よ
。
他
の
国
は
何

で
も
シ
ン
プ
ル
で
、
日
本
み
た
い
に

何
で
も
近
代
化
す
る
の
は
、
世
界
の

中
で
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
ね
。
そ

の
た
め
経
済
界
で
は
、
今
の
日
本
は

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
現
象
が
起
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
米
の
エ
ク
ア

ド
ル
か
ら
９
０
０
キ
ロ
西
に
あ
る
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
は
、
外
敵
が
入
っ

て
こ
な
い
た
め
、
外
か
ら
の
異
文
化

が
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
そ
の
島
独
自
の
特
異
な
進
化

を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
日
本

も
今
ま
さ
に
同
じ
よ
う
な
特
異
な
変

化
を
し
て
い
る
の
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
ね
。

　

異
文
化
と
異
文
化
が
出
会
い
、
お

互
い
に
刺
激
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
国
の
文
化
が
発
展
す
る
と
い
う

図
式
は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
何
気
な
く

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
日
本
は

一
時
期
、
鎖
国
に
よ
っ
て
異
文
化
と

の
出
会
い
を
拒
み
、
異
文
化
を
理
解

し
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

こ
の
善
し
悪
し
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
異
文
化
に
触
れ
て
い
る
と
、

物
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

は
確
か
で
す
。

『
異
文
化
と
し
て
の
日
本
』

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

作
家
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
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